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ＪＯＴI２０２４大阪スカウト会館会場の開設について 

「ジャンボリー・オン・ジ・インターネットで世界のスカウトに会おう」 

 

日本ボーイスカウト大阪連盟 

事 務 局 長  菅 沼 宏 之 

 

実 施 趣 旨 ： 毎年 10 月に開催されるインターネットを活用した世界スカウト機構主催の

国際交流行事ジャンボリー・オン・ジ・インターネット（以降 JOTI）で、

大阪連盟においてテレビ会議用の Skype(スカイプ)システムなどを用意して

世界のスカウトと交流する場を設ける。 

開 催 日 時 ： 令和 6 年１０月２0日（日） 受付開始 ９時３０分  

交信時間 １０時～１６時（2 時間×3 枠） 

開 催 会 場 ： 大阪スカウト会館  〒543-0052 大阪市天王寺区大道 5-4-6 

TEL:06-6770-0043 

参 加 対 象 ： JOTI の参加者は、日本連盟に加盟登録しているものとする 

事 前 準 備：  海外スカウトに自己紹介をするための文言やカメラに映す紹介パネルな

ど、スムーズな交流をするための準備をしてお越しください。 

 自分の PCを持ち込む場合には各団・隊、個人で日本連盟への参加予定

の申告や 9 月に公開される予定の世界スカウト機構(WOSM)の JOTI マッ

チングサイト（相手探し）に登録するなどあらかじめ必要な手続と PC 

の設定をしてきてください。 

当日時間割 ：  9:30 開場・受付開始  

１０：００ Skype交信開始（体験会は各回２時間・25名程度） 

① １０：００～１２：００ 

② １２：００～１４：００ 

③ １４：００～１６：００ 

１６：００ Skype 交信終了 

 

 

tel:06-6770-0043


参 加 申 込 ： 別紙の「ＪＯＴI２０２4参加申込書（スカウト会館）」に記入の上、 

大阪連盟事務局宛 にメールでお申し込みください。 （メールに記入済の申

込用紙ファイルを添付して送付） 

日本ボーイスカウト大阪連盟 事務局宛   

E-mail：scout_osk@msf.biglobe.ne.jp  

TEL ：06-6770-0043  

 

 引率責任者（連絡先）については、悪天候などにより(大阪市内に気象警

報発令等)、JOTI イベントの開催を中止することもあるため、必ず当日

の朝に連絡がつき、グループの他の参加者への伝達が可能な方を指定し

て下さい。 

 参加時間帯の割り当ては基本として申込先着順としますので、お申込み

いただいた時点での人数により、他の時間帯への変更をお願いする可能

性もございますが、予めご了承ください。 

 

申込締切日： 令和 6 年１０月１日（火） 

  

 

 

◇インターネットへの接続について  

 スカウト会館では、大阪連盟として取得した３つの共通 Skypeアカウント等を使用して JOTI

に参加します。 

 インターネット回線については、スカウト会館に常設されているため、個人(隊・団)の所有

するカメラ付きノートパソコンを持参すればインターネット接続は簡単にできます。ワイ

ヤレス接続にも対応しています。  

 世界スカウト機構が定める JOTI実施細目は、実施の直前まで新企画が盛り込まれるため、

参加登録後も継続的に JOTA-JOTI公式ページ（www.jotajoti.info）をフォローする必要が

あります。 
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◇ＪОＴＩ（ジャンボリー・オン・ジ・インターネット）への参加についての注意事項 

 

本年も世界スカウト機構最大の行事の一つ JOTA-JOTI のインターネット部門であるジャンボ

リー・オン・ジ・インターネットが 10 月第 3 週末に開催されますが、参加をお考えの方は本番

当日までに本資料をご一読いただき参加指導者間で情報共有をお願いします。 

 

全世界で 200 万人以上のスカウトと指導者が参加するデジタル、オンラインのジャンボリー

である JOTA（アマチュア無線部門）と JOTI（インターネット部門）の中でも特に JOTIは、近年

の関連インフラの急激な発達（国際・国内回線の高速化、後発国での環境整備）によって参加者

が急増しています。また、世界スカウト機構が JOTA-JOTI公式ウェブサイトで運営している参加

登録の方法や、公式ウェブサイト内に設けられる各種アクティビティの内容も毎年進化し続け

ています。 

この機会に多くの知見を得て、次年度以降の国際活動に参考にしていただければ幸いです。 

 

◆事前準備として （個人や隊独自で参加する場合）   

必要な機材・環境  Web カメラ・Webマイクとパソコン（内蔵型のノートパソコンでも良い） 

 インターネットに接続できる環境 

必要なソフト  Skype （インターネット上の無料テレビ電話ソフトウェア） 

登録作業  Skype アカウントを取得（無料） 

 世界スカウト機構の JOTIサイトで参加者登録（無料・毎年作業が必要） 

  ※「大阪連盟の用意した設備を使う」にお申込みの場合は上記の準備は必要ありません。 

 

◆実際の JOTI期間について 

毎年 10月の特定の週末の金・土・日曜日の 3日間（72時間）にわたって行われるイベントで、

基本的には長時間参加して、なるべく多くの国・拠点のスカウトたちと交流することを目指しま

す。 

 

  なお、海外のスカウトの中には、参加者全員が楽しめるゲームとして提供されている「JamPuz」

ゲーム（一種のビンゴゲーム）に必要な JID (Jamboree ID) 情報だけを相手と交換して、交信

を終わらせようとするスカウトもいますが、これは本来「ゲームを会話のきっかけにする」と

いう主旨に反して、「ゲームの達成」だけに専念している悪い例ですので真似をしないようにし

ましょう。 

 

 



◆今回の参加において指導者の方々にご留意、事前ご了解いただきたいこと 

まず初めに、実際のビデオチャットによる交信は、海外との接続、交信になるので、切れ目な

く次々と新しい接続先と交信できる訳ではありません。事前になるべく多くの国・地域に大阪連

盟の Skypeアカウントを宣伝してはありますが「待ち時間が発生する」ことをご承知おきくださ

い。 

また、他国で JOTIに参加慣れしている国・地域・隊などは、数人か、あるいは一人でパソコ

ンを操作していることも多いため、日本側が（連盟行事なので）大人数で画面に登場するとびっ

くりされるかもしれません。 

 

さらに、この日本側の大人数について、ぜひご承知いただきたいのは、海外の JOTI に慣れた

スカウトは、なるべく多くの拠点や国と交信するため（あるいは、海外の指導者がそのように指

示している）、1か所あたり、どんなに長くても 30分以内で交信を終えたいと思っているはずな

ので、仮に日本側のスカウトが一度に 15人から 20人交信に参加していて、全員が話し終わって

いなくても、いったんその海外スカウトとは交信を切ってあげなくてはなりません。日本側の事

情を先方に押し付けないようにしたいと思います。 

 

連盟行事として限られたアカウントで接続し、交信 1 回あたりの日本側の参加人数が多い場

合に発生する「日本特有の事情」ですが、その海外スカウトと話せなかった日本側のスカウトは、

次の接続先と話すように誘導させていただきますのでご了解ください。 

基本的には「日本側スカウト一人ひとりが一言ずつ」ではなく、「日本側はそのグループ全体

で海外の交信相手と盛り上がる」という考え方で参加をお願いします。 

 

また、これまでの反省で、1つの交信先との日本側の参加人数が多いと、どうしても十分に参

加できないスカウトも出てしまいましたので、どのスカウトが前に出られていなかったかは各

隊指導者のほうで把握していただいて、運営側に「このスカウトが参加できていないので、次の

回はこのスカウトを前のほうの列に入れて欲しい」と隊指導者側からの申告をお願いします。 

 

従来の経験では、海外の交信相手がベンチャー以上、特にローバースカウトや指導者などで、

こちらがカブスカウトやビーバースカウトという先方が大人に近く、こちらが年少部門という

年齢的にアンバランスな組み合わせのほうが、十分に相手をしてもらえました。 

 （海外のスカウトもその年代になると交信国数にはあまり頓着せず、日本の年少部門のスカ

ウトと繋がったことを愉しんでくれて、時間を気にせずに相手をしてもらえるケースが多かっ

たからです。また、こちらの英語力に合わせて使う単語や話すスピードを調整してくれる余裕も

あります。） 



大阪連盟プログラム委員会では、より多くのスカウト、指導者に JOTI を体験していただき、

将来的に自隊の参加アカウントと機材（Webカメラと Webマイク、パソコン）を用意して、各団・

隊が独自に楽しく JOTIに参加できるようになるのを目指したいと思います。 

一方で、新規の参加団や隊への技術支援や、設備の整っている大阪スカウト会館でのプロジェ

クターや大型モニターを利用した大画面での交信の提供など、連盟行事として開催する意味も

大きいため、継続的な行事運営も検討していきます。 

以  上                  


